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数
傷
病
者
への
医
療
対
応
標
準
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
」Mass Casualty Life Support

（
Ｍ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）

で
は
、最
先
着
隊
の
活
動
、役
割
に
つ
い
て
、英
国
Ｍ
Ｉ

Ｍ
Ｍ
Ｓ
®（M

ajor Incident M
edical M

anagem
ent 

and Support

）よ
り
引
用
し
、Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

（Com
m
and&

Control

、Safty

、Com
m
unication

、

A
ssessm

ent

、Triage

、Treatm
ent,T

ransport

）

を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。さ

ら
に
、平
時
の
救
急
対
応
と
災
害
対
応
の
切
り
替
え

と
し
て「
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
」と
い
う
こ
と
を
独
自

に
追
加
し
、普
及・研
修
を
行
って
い
る
。

　

早
い
段
階
で「
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
」こ
と
が
実
行

さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、大
会
運
営
側
に
よ
り
参
加
者

の
体
調
管
理
や
会
場
環
境
改
善
の
措
置
が
と
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。逆
に
、重
症
度・緊
急
度
が
高
い
傷
病

者
が
体
育
館
内
に
も
多
数
発
生
、も
し
く
は
潜
在
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず「
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
」こ

と
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
、Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
は
確
立

さ
れ
る
こ
と
な
く
現
場
と
医
療
機
関
は
傷
病
者
で

溢
れ
、病
院
前
は
も
ち
ろ
ん
病
院
内
も
含
め
た
地
域

救
急
医
療
は
混
乱
を
き
た
し
、防
ぎ
得
た
災
害
死

が
発
生
す
る
お
そ
れ
も
で
て
く
る
。

　

今
回
の
事
案
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
状
況
評

価
」で
あ
り
、「
運
動
競
技
中
で
競
技
者
は
他
に
も

存
在
す
る
…
か
も
し
れ
な
い
」こ
と
で
あ
っ
た
。こ
の

こ
と
に
気
づ
け
ば「
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
」こ
と
が
で

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
ス
イ
ッ
チ
が
存
在
し
て
い
た
の
は

1
．い
つ
？

（
1
）1
1
9
番
覚
知

（
2
）出
場
指
令

（
3
）傷
病
者
接
触
時

2
．ど
こ
？

（
1
）通
信
指
令
セ
ン
タ
ー

（
2
）出
場
署
々

（
3
）出
場
車
両
内

（
4
）出
場
現
場

3
．だ
れ
？

（
1
）通
信
指
令
員

（
2
）救
急
隊
員

（
3
）出
場
署
々
勤
務
員

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、①
ス
イ
ッ
チ
は
事
案
の
覚
知
以

降
ど
こ
に
で
も
存
在
し
て
い
て
、②
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ

ら
れ
る
の
は
最
先
着
隊
だ
け
に
あ
ら
ず
、事
案
を
知

り
得
た
す
べ
て
の
職
員
が
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。つ
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
常
に
意
識
し
て「
状
況
評

価
」を
行
う
こ
と
で
、適
切
な
時
機
に
、適
切
な
部
署

へス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
伝
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
時
の
救
急
対
応
な
ら
ば
常
に
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
な
が
ら
現
場
活
動
は

行
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
安
全
の
た
め
の
装
備
強
化

や
受
傷
機
転
把
握
の
た
め
の
関
係
者
に
対
す
る
状

況
聴
取
な
ど
で
必
要
と
考
え
れ
ば
ス
イ
ッ
チ
は
入
れ

ら
れ
る
し
、不
要
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
ス
イ
ッ
チ
は
入

れ
ら
れ
な
い
。ど
ん
な
現
場
で
あ
って
も
平
時
の
現
状

の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
認
識
す
れ
ば
ス

イ
ッ
チ
は
見
つ
け
や
す
い
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
、「
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
」と
い
う
行

為
は
災
害
対
応
へ
の
切
り
替
え
に
と
ど
ま
ら
ず
、災

害
の
発
生
や
拡
大
の
防
止
、抑
止
と
し
て
も
重
要
な

意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。こ
の
認
識
を
消
防
組
織

全
体
で
共
有
す
る
こ
と
は
、災
害
に
よ
る
死
を
防
ぎ

得
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、消
防
法
第
１
条
を
遵
守
す

る
こ
と
に
繋
が
る
。

事
後
対
応

　

事
案
の
内
容
に
つ
い
て
、全
署
へ
周
知
す
る
と
と
も

に
、所
属
ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
実
施
し
、状
況

評
価
の
認
識
を
深
め
、共
有
し
た
。以
後
、幸
い
に
も

「
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
」必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

事
案
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、そ
の
可
能
性
を
考
慮

し
た「
状
況
評
価
」が
行
わ
れ
た
現
場
活
動
が
認
め

ら
れ
た
。今
後
も
通
常
の
事
案
の
中
に
潜
む
ス
イ
ッ

チ
の
存
在
を
失
念
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、適
切
な

「
状
況
評
価
」が
行
わ
れ
る
よ
う
継
続
的
に
指
導
、

注
意
喚
起
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

発
症
環
境

　

当
日
の
気
象
状
況
は
表
２
の

と
お
り
で
、同
日
事
案
発
生
付

近
で
は
、他
の
運
動
競
技
も
屋

外
で
行
わ
れ
て
い
た
が
熱
中
症

に
よ
る
救
急
要
請
は
な
か
っ
た
。

　

競
技
会
場
で
あ
っ
た
中
学
校

体
育
館
は
、大
会
運
営
側
の
判

断
に
よ
り
、審
判
の
公
平
性・的

確
性
な
ど
を
確
保
、担
保
す
る
目
的
で
外
光
遮
断
の

た
め
に
カ
ー
テ
ン
を
引
き
、か
つ
、窓
の
開
放
が一部
制

限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、会
場
内
が
高
温
多
湿
な
環

境
と
な
って
い
た（
写
真
❹
、❺
）。

考
察「
集
団
災
害
の
ス
イ
ッ
チ
」

　

今
回
の
事
案
で
は
４
名
の
救
急
搬
送
傷
病
者
で

あ
っ
た
が
、複
数（
多
数
）傷
病
者
事
案
で
あ
っ
た
こ

と
は
全
事
案
終
了
後
に
気
づ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一般
的
に
勝
手
な
思
い
込
み
か
も
し
れ
な
い
が
、多

数
傷
病
者
事
案
と
は
交
通
事
故
や
作
業
事
故
な
ど

に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
、救
急
隊
な
ど
先
着
隊
接

触
時
に
は
事
故
発
生
現
場
で
傷
病
者
が
多
数
存
在

し
て
い
る
光
景
が
思
い
浮
か
ぶ
。し
か
し
、今
回
の
現

場
で
は
事
故
発
生
場
所
で
あ
る
体
育
館
か
ら
は
搬

出
も
し
く
は
移
動
さ
れ
た「
保
健
室
」と「
廊
下
」と

い
う
場
所
に
傷
病
者
が
お
り
、し
か
も
、発
症
お
よ
び

救
急
要
請
時
刻
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
４
名
の
傷
病

者
が
発
生
し
た
事
案
で
あ
っ
た
。こ
の
た
め
、各
出
場

救
急
隊
は
個
の
事
案
と
し
て
平
時
の
救
急
対
応
で

活
動
を
行
う
に
止
ま
っ
た
。環
境
の
情
報
が
あ
っ
た

が
、気
づ
け
な
か
っ
た
。

　

実
際
に
は
、救
急
搬
送
以
外
に
同
一
場
所
か
ら
医

療
機
関
を
受
診
し
た
者
が
何
名
か
い
た
と
い
う
関

係
者
か
ら
の
後
日
談
も
あ
り
、発
症
の
原
因
と
な
っ
た

体
育
館
の
現
場
環
境
に
つい
て
何
ら
か
の
形
で「
状
況

評
価
」が
行
え
て
い
た
な
ら
ば
、以
後
の
傷
病
者
発
生

は
防
ぎ
得
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

多
数
傷
病
者
対
応
に
つ
い
て
、日
本
集
団
災
害
医

学
会
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会「
多

第
1
報

　

平
成
28
年
6
月
某
日
正
午
過
ぎ
、「
14
歳
男
性
。

剣
道
競
技
中
に
過
呼
吸
と
筋
肉
痙
攣
」と
い
う
出

場
指
令
が
入
っ
た
。

　

傷
病
者
は
剣
道
競
技
会
の
出
場
者
で
、昼
食
前
に

過
呼
吸
と
筋
肉
痙
攣
を
発
症
。体
育
館
か
ら
担
架

で
保
健
室
ま
で
移
動
し
、そ
こ
で
静
養
し
て
い
た
が

回
復
せ
ず
救
急
を
要
請
。（
実
際
の
内
容
は
病
院
紹

介
で
済
む
も
の
で
あ
っ
た
）

　

直
近
A
救
急
隊
の
接
触
時
、傷
病
者
は
保
健
室

内
に
お
り
、担
架
上
に
仰
臥
位
で
あ
っ
た（
写
真

❶
）。体
育
館
内
環
境
は
高
温
多
湿
で
あ
る
と
の
情

報
を
大
会
関
係
者
よ
り
得
る
。

第
2
報

　

同
日
の
第
１
報
か
ら
11
分
後
、「
剣
道
競
技
中
の

13
歳
女
性
１
名
、頭
痛
嘔
気
。15
歳
男
性
１
名
、頭

痛・痙
攣
の
計
２
名
」と
い
う
出
場
指
令
が
入
っ
た
。

13
歳
女
性
傷
病
者
は
、競
技
に
出
場
し
、昼
食
後
に

頭
痛
嘔
気
を
発
症
。ま
た
15
歳
男
性
傷
病
者
は
、競

技
に
出
場
し
、昼
前
か
ら
頭
痛
、筋
肉
痙
攣
を
発
症
。

い
ず
れ
も
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
ず
、む
し
ろ
症
状

が
増
強
し
た
た
め
救
急
要
請
へ
。

　

隣
接
し
た
Ｂ
救
急
隊（
先
着
）並
び
に
Ｃ
救
急
隊

（
後
着
）接
触
時
、２
名
共
に
廊
下
に
移
動
さ
せ
ら
れ

冷
却
処
置
が
施
さ
れ
て
い
た（
写
真
❷
）。体
育
館
は

か
な
り
の
暑
さ
だ
っ
た
と
の
保
護
者
談
。

第
3
報

　

同
日
第
２
報
か
ら
48
分
後（
第
１
報
か
ら
59
分

後
）、「
15
歳
女
性
、剣
道
競
技
後
、過
呼
吸
」の
出
場

指
令
が
入
る
。競
技
に
出
場
し
て
い
た
女
性
が
、午

後
の
競
技
終
了
後
に
過
呼
吸
を
発
症
し
、改
善
が
み

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
救
急
を
要
請
。第
１
報
で

出
場
し
た
Ａ
救
急
隊
が
、帰
署
途
上
に
再
出
場
す
る

連
続
出
場
と
な
っ
た
。接
触
時
、傷
病
者
は
廊
下
へ
移

動
さ
せ
ら
れ
、担
架
上
に

坐
位
で
あ
っ
た（
写
真
❸
）。

　

こ
れ
ま
で
の
計
４
名
の

傷
病
者
の
収
容
先
受
入

交
渉
で
は
、二
次
医
療
機

関
２
施
設
が
と
も
に
２
名

ま
で
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。第
２

報
で
処
置
に
当
た
っ
た
13

歳
女
性
と
15
歳
男
性
傷

病
者
は
先
着
Ｂ
救
急
隊
の

ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
り
収
容

先
を
決
定
し
、搬
送
し
た
。

な
お
、４
名
は
い
ず
れ
も

軽
症
で
あ
っ
た
。（
表
１
）

本
事
案
は
、学
校
体
育
館
を
競
技
会
場
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
運
動
競
技
に
お
い
て
約
１
時
間

に
４
名
の
熱
中
症
傷
病
者
が
発
生
し
、３
回
に
わ
た
り
救
急
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
、病
院
前
救
急
医
療
に
お
け
る
救
急
隊
、通
信
指
令
員
を
は
じ
め
と
し
た
組
織

全
体
で
の
状
況
評
価
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

熱
中
症
に
よ
る
複
数
傷
病
者
事
案

救
急
活
動
報
告

第 

5 

回

（
参
考
）熱
中
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５（
厚
生
労
働
省
）

藤田和浩（写真左）

消防署羽後分署警防班消防司令補
出身：秋田県湯沢市
救急救命士（平成26年取得）
趣味：野球、マラソン

執筆 湯沢雄勝広域
市町村圏組合消防本部

当日16時頃。窓や扉は開放され通風が確認される。

当日12時頃の体育館（競技会場）環境。窓や扉は閉鎖状態で通風は確認
されない。

通信指令センター観測データ

廊下へ移動していた第3通報傷病者（再現写真）。

廊下へ移動していた第2通報傷病者2名（再現写真）。

保健室で静養していた第1通報傷病者（再現写真）。

時刻 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00
天候 晴れ 晴れ 晴れ くもり くもり

気温（℃） 25.5 27.6 30.1 28.3 26.3
湿度（％） 68.8 62.7 55.5 59.7 68.0 

風向 北 北 北北西 南東 東南東
風速（m/s） 1.5 1.6 0.8 4.6 5.6

表2　当日の気象状況
傷病者 14歳♂ 13歳♀ 15歳♂ 15歳♀
出場隊 Ａ救急 Ｂ救急隊 Ｃ救急隊 Ａ救急

要請概要

昼食摂取前に過呼吸
と四肢筋肉痙攣発症。
保健室で静養も回復せ

ず。

昼食後,頭痛嘔気。
昼食前から頭痛,痙攣
あり。筋肉痙攣症状増

強。

休憩後14時の競技後
過呼吸発症。

発症時刻 13:00 13:00 12:00 14:10
発症場所 体育館 体育館 体育館 体育館
覚知時刻 13:20 13:31 13:31 14:19
接触時

刻 13:25 13:48 13:57 14:24

接触場
所 保健室 体育館前廊下 体育館前廊下 体育館前廊下

バイタル
サイン

不安,熱感 頭痛嘔気,脱力 熱感,発汗 泣き,四肢脱力,発汗
JCS1,RR30,PR99,　

BP123/94,SpO2100,BT37.5
JCS1,RR24,PR79,　

BP93/47,SpO299,　BT36.9
JCS0,RR16,PR80,　

BP131/77,SpO2100,BT36.7
JCS3,RR30,PR108,BP97/5

9,SpO2100,BT37.2
収容先 Ａ救急病院 Ｂ救急病院 Ａ救急病院 Ｂ救急病院
初診時
傷病名 熱中症(軽症) 熱中症(軽症) 熱中症(軽症) 過換気発作(軽症)

表1　傷病者概要一覧

医師より一言

　本事例は五月雨式に傷病者が発生し、しかもそれらが軽症であったことが多数傷病者事
例であることに気づけなかった原因であろう。もし熱中症が中等症以上で、傷病者が自力で
移動できないものであったなら、主催者側は注意喚起を行い、消防は何らかの対策をしてい
たはずだからである。
　本事例のようなスポーツに伴う熱中症は頻度は高いが重症例は少ない。症状がめまい、
立ちくらみ、発汗、こむら返りなどにとどまり、意識の変容を来さないものはＩ度の熱中症とさ
れ、熱環境から解放することで症状が警戒するなら見守りで良いとされている。意識状態の
変化、例えば集中力低下や判断力の低下が見られた場合はⅡ度以上とされ、病院へ搬送す
る必要がある。
　指導者の適切な監督によって熱中症は防ぐことが可能である。大会を運営する側の配
慮を求めたい。

玉川 進（独立行政法人国立病院機構　旭川医療センター）

松田悌二（写真右）

消防署当直長・救急班長消防司令
出身：秋田県湯沢市
救急救命士（平成10年取得）
趣味：ロードバイクツーリング、家事
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